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１．はじめに 

 合成短繊維を少量添加することで，コンクリート

片のはく落防止性能や爆裂防止性能を付与する使用

法が普及してきている．また，若材齢のひび割れ抑

制効果も期待されている．既往の研究より，親水性

を付与したポリプロピレン短繊維(以下，「PP 短繊

維」と呼称)はプラスチック収縮ひび割れ抑制に効果

があることが分かっている 1),2)．そこで，本研究では，

PP 短繊維に付与する親水性の程度に着目し，プラス

チック収縮ひび割れ抑制効果を調べた．また，コン

クリートに添加した場合のフレッシュ性状に及ぼす

影響についても調べた． 

 

２．実験概要 

 プラスチック収縮ひび割れ抑制効果の確認に用い

たモルタルの配合を，表１に示す．混和剤は使用し

ていない．繊維は，写真１に示す直径が 65µm およ

び 43µm で，長さが 12mm の PP 短繊維を使用した．

親水性の程度による抑制効果の差を調べるために，

親水性低・高の 2 種類とした．使用した型枠を，写

真２に示す(上面付近: 310×207mm，下面付近: 295×

185mm，深さ: 115mm)．型枠とモルタルの境界面の

摩擦および付着力を低減させる目的で，型枠内面に

テフロン板と塩化ビニル製のシートを設置した 2)．

試験は，30℃の恒温室内で行い，簡易風洞装置を用

いて，供試体に一様な 6m/sec.の風が当たるようにし

た．試験体数は 4 体とし，平均値を結果とした． 

親水性の違いが，モルタルと PP 短繊維の付着に及

ぼす影響を調べるため，JCI 規準の JCI-SF8「繊維の

付着試験方法」を参考に試験を行った．W/C が 65%，

S/C が 2.0 のモルタルを使用した．  

また，PP 短繊維を添加したコンクリートのフレッ

シュ性状確認として，スランプおよび空気量を測定 

表１ モルタルの配合 

単位量 (kg/m3) W/C 
(%) S/C 

W C S 
60 2.0 357 593 1191 

 

表２ コンクリートの配合 

単位量 (kg/m3) W/C
(%)

s/a 
(%) W C S G 混和剤

54 45.5 170 315 796 982 2.2 

した．使用した配合を表２に示す． 

 

３．実験結果および考察 

 図１は，PP 短繊維に付与した親水性の程度が，プ

ラスチック収縮ひび割れ抑制効果に及ぼす影響を調

べた結果である．PP 短繊維の添加率は，モルタル体

積に対して 0.2.%(コンクリートへの添加率に換算す

ると約 0.1.%)とした．高い親水性を付与した繊維の

方が，ひび割れ抑制効果は高いことが分かる．また，

直径の小さい繊維の方が，効果はさらに高い． 

図２は，PP 短繊維に付与した親水性の程度が，繊

維とモルタルの付着に及ぼす影響を調べた結果であ

る．繊維に親水性を付与することで，モルタルとの

付着力は向上するが，より高い親水性を付与するこ

とで，付着を大幅に改善することができる．付着力

の向上により，繊維の架橋効果が増して，ひび割れ

を抑えていると考えられる． 

図３は，高い親水性を付与した直径 43µm の PP 短 
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写真２ 使用した型枠写真１ 使用した PP 短繊維 
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65µm
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図１ 繊維の親水性がひび割れ抑制効果に及ぼす影響 
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図３ 繊維の添加率がひび割れ抑制効果に及ぼす影響 

 

繊維を，モルタル体積に対して 0.075%(コンクリート

換算: 約 0.04%) および 0.15%(コンクリート換算:約

0.075.%)添加した場合のプラスチック収縮ひび割れ

抑制効果を調べた結果である．極少量の繊維でも，

高いひび割れ抑制効果を有することが分かる．以下

の式１によりひび割れ抑制率を算出した． 

総面積繊維無添加のひび割れ

面積繊維添加のひび割れ総
抑制率 −=100 (式１) 

ひび割れ抑制率は，PP 短繊維を 0.075%添加した場合

で約 85%，0.15%添加した場合で約 94%である． 

図４に，プラスチック収縮ひび割れ抑制効果の高

かった PP 短繊維をコンクリートに添加した場合の，

コンクリートのフレッシュ性状に及ぼす影響を調べ

た結果を示す．PP 短繊維は，高い親水性を付与した

直径 43µm のものを使用した．添加率は，コンクリ

ート体積に対して 0.05%および 0.075%とした．繊維

の添加率が増加するにつれてスランプ，空気量とも

に，若干の変動はあるが，施工性に大きな影響を与

えるほどではない． 
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図２ 繊維の親水性がモルタルとの付着に及ぼす影響 
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図４ 繊維添加がスランプおよび空気量に及ぼす影響 

 

４．まとめ 

 PP短繊維を用いてプラスチック収縮ひび割れを抑

制するには，より高い親水性を付与した直径の細い

繊維を添加することが有効である．これは，親水性

を高めることで，より繊維とモルタルとの間の付着

力が増し，架橋効果が発揮されるためであると考え

られる．また，プラスチック収縮ひび割れを抑制す

るために必要な繊維の添加率は極めて少ないため，

コンクリートの施工性に与える影響は小さい． 
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